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良い循環と良い雰囲気
埼玉・小野　梨々花
　世の中には、悪循環という言葉がありますが、それは悪い状態がまた別の悪い状態を生み出すという、とても嫌な雰囲気で使われることがほとんどです。しかし、悪循環とは逆の意味で使われる好循環や良循環という言葉があることを私は少し前に知りました。どうしてこの言葉を知ることに
なったかというと私が体験した一つの出来事がきっかけです。
　私の家の近くには、自動販売機があり、もちろんその横にはゴミ箱があります。そのゴミ箱はいつもきれいで、ペットボトルがあふれていることも全然ないし、バキバキに割れていることもありません。私の中では、そのゴミ箱が普通になっていたため、他の自動販売機のそばのゴミ箱をみるとイタズラ書きがされていたり、ゴミがあふれかえっていたりして信じられませんでした。
　そんな贅沢な環境が私の日常の当たり前でありどれほど幸せなことかはこの時、全く分かりませんでした。そしてある日、私はいつもより早起きをしてランニングへ行きました。走っている途中、いつものきれいな自動販売機のゴミ箱のところにおじいさんが袋を持って立っているのが見えました。よく見てみると袋にはたくさんのペットボトルや缶が入っていました。私はすぐに、この人がいつもきれいにしてくれているんだと分かりました。皆が見ないような時間にきれいにそうじをして、皆が見える時間にはそれが普通のようにそのきれいなゴミ箱はいつもそこにあったのです。私は、今まで誰かがそうじをしてくれている、とは思ってもいなかったので正直とても驚きました。それと同時に、
「私も何かやらなくちゃ。」

という気持ちが自然と生まれました。その日はおじいさんがもうそうじを終えていたので明日は今日より少し早めに行ってそうじを手伝おうと決めて家に帰りました。
　翌日、自動販売機の前につくともうおじいさんはそうじを始めていました。私は、少しためらいましたが，
「手伝います。」

と声をかけました。おじいさんは少し驚いた顔をしましたが、ありがとうと言ってこう続けました。

「悪循環という言葉があるけどその逆はないのかね。今、まさにそんな感じだよ。おじいちゃんもね、朝のそうじは自分の父親を見て始めたんだ。良い事も続ければまわっていくものだね。」

私は、笑顔で話すおじいさんを見たらとても嬉しい気持ちになりました。そして、何故このゴミ箱がずっとイタズラがなくきれいなのかも分かりました。それは、その場所の雰囲気です。このゴミ箱のまわりはおじいさんが毎朝一生懸命そうじをしているから、イタズラはできない雰囲気を自然と作り出しているのです。それから、良い事はまた別の良い事を生み出せるということも分かりました。私が、おじいさんがそうじをしているのを見て「何かやらなくては。」と思ったのと同じように、悪い行いだけではなく良い行いも連鎖していくのだと、今回の体験で学ぶことができました。
　この体験を通して、私はおじいさんが言った「悪循環の逆の言葉」が気になり、調べて好循環や良循環という言葉にたどりつくことができました。
悪循環はなるべく早く断ち切りたいものですが、良循環や好循環はずっと続いていけばいいなと思います。やはり、学校でも社会でも「いけない事
をしていい。」という雰囲気を一度作ってしまうと、どんどん広がっていきその悪循環から抜け出すことはとても難しくなってしまいます。しかし、誰か一人でも良い行いを続けていくことが出来れば、すぐに良い循環は作り出すことが出来ます。そして、その良い循環は「悪循環」をも消すことが出来るはずです。だから、私は大変なことではあるかもしれないけど、ゴミ箱のそうじは続けたいです。そして、いつかはその私の行いを見てまた誰かが良い行いをしてくれればいいなと思っています。そのようにして地道に「良い循環」を作っていくことが出来れば、いつのまにか犯罪や非行は減り素晴らしい社会になるのではないかと思います。本当に明るい社会というのは、力や法律で人を治めるのではなく、あくまで自然に気付いたらその辺のゴミを拾いたくなってしまうような、そんな社会なのではないかと私は強く感じています。
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